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北斗市　議会だより １

第２回定例会
　令和5年第2回定例会は、6月19日から26日までの8日間の会期で開催され、一般質問のほか、令和5年度
各会計補正予算、条例の一部改正などについて審議しました。

こここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここことととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししこんなことが決まりましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

5億6,226万8千円増額

228億9,824万1千円総
額

令和5年度一般会計補正予算（第2号）にて5億6,226万8千円を増
額し、総額を228億9,824万1千円とするものです。

令和５年度　一般会計補正予算

上磯中学校生徒玄関（改修前）

75歳以上のみの高齢者世帯などに無償貸与
される自動起動型防災ラジオ（見本）

原案可決

●一般会計の主な内容

補正の理由補正額項目

ほくと地域応援券 (第5弾)
として全市民に1人当たり
5千円のクーポン券の交付
等を行うため

2億2,860万
8千円追加

物価高騰等対策生活
支援事業経費
（地域経済緊急対策応援
キャンペーン事業補助金）

住民票の写しや印鑑証明を
コンビニ等でマイナンバー
カードを用いて取得できる
ようにするため

987万9千円
追加コンビニ交付事務経費

災害情報伝達の多重化を図
る目的で、自動起動型防災
ラジオの導入及び運用のた
め

4,645万3千円
増額災害対策経費

バリアフリー対策として、
上磯中学校生徒玄関にス
ロープを設置するため

214万5千円
増額中学校施設改修事業経費

コンビニ交付事務経費
Ｑ　北斗市内コンビニエンススト
ア等の何カ所で住民票の写しや
印鑑証明の取得ができるように
なるのか。

Ａ　市内28カ所のコンビニエン
スストア等で取得が可能となり、
本年度中に実施予定です。

災害対策経費
Ｑ　どのような目的で市が防災ラジオ
を整備するのか。

Ａ　一定の要件を満たす高齢者世帯な
どに防災ラジオを無償貸与すること
で、防災無線が聞こえにくくても災
害情報を確実に届けるためです。
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▼条　　例

▼そ の 他

結　　果付　　　　　　　託案　　　　　　　　　　件
原案可決総務常任委員会へ付託北斗市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

原案可決総務常任委員会へ付託北斗市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市子ども医療費の助成に関する条例の一部改正

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・
子育て支援施設等の運営の基準に関する条例の一部改正

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正

原案可決
北斗市営住宅条例の一部改正
〇昭和46年に建設された久根別団地の簡易耐火構造平屋建て・鉄筋コンクリー
ト造4棟8戸を老朽化に伴い、居住の用に供することが困難なため用途廃止）

 11ページの「委員会活動をお知らせします」で詳細をご覧ください

結　　果案　　　　　　　　　　件

原案可決財産の取得
〇上磯小学校、萩野小学校、上磯中学校の児童生徒用机・イスの更新

報告済令和4年度北斗市一般会計繰越明許費繰越計算

報告済令和4年度北斗市下水道事業会計予算繰越計算

報告済令和4年度北斗市一般会計事故繰越し繰越計算

ឰ͢ȳɛɝɂǾᥓαɬʡʴȈʨʋɮʷȉȺɕɞȦȻȟȺȠɑȬǿ

ᄉᚐஓȾɂʡʍʁʯᣮᅺȺȝᅺɜȮȬɞɁȺǾਖ਼ᢌȾȬȣȾឰ͢ȳɛɝɥᝣɓȦȻȟȺȠɑȬǿ

ҟႊȬɞȾɂǾȝਖ਼ધȴɁʃʨ˂ʒʟɳʽɗʉʠʶʍʒȾȈʨʋɮʷȉɁɬʡʴɥɮʽʃʒ˂ʵȪ

ȹȗȲȳȠǾȈԈ୲ࢍឰ͢ȳɛɝȉɥᄊ᧸ȪȹȢȳȨȗǿ

˩ᜤᵎᵏɽ˂ʓȞɜǾȧҟႊɁብఞȾȕɢȮȹɬʡʴɥɮʽʃʒ˂ʵȪȹȢȳȨȗǿ

※ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの
　商標登録です。

Áîäòïéä ÏÓ éÏÓ

ȧҟႊศ

ɬʡʴʊɰʽʷ˂ʓɿɮʒ

「議会だより」のアプリ配信ご利用ください！「議会だより」のアプリ配信ご利用ください！
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第２回臨時会
　令和5年第2回臨時会は、5月12日に開催され、正副議長、各常任委員会の所属などの議会構成を決めた
ほか、令和5年度一般会計補正予算、条例の一部改正、専決処分の承認などについて審議しました。
（正副議長、各常任委員会の所属などの議会構成については、「議会だより№75（令和5年5月）　　　　」
でお知らせしたとおりです。)　

▼条　　例

●一般会計の主な内容

補正の理由補正額項目

マイナポイント申込期限
延長に伴い、業務委託期
間延長のため

2,507万3千円
増額

個人番号カード
（マイナンバーカー
ド）交付事務経費

食費等の物価高騰で特に
影響を受ける低所得の子
育て世帯への支援のため

8,205万7千円
追加

物価高騰等対策生活
支援事業経費

機器の故障に伴う中山一
般廃棄物最終処分場浸出
水処理施設汚水浄化機器
改修工事のため

803万円
追加

一般廃棄物最終処分
場施設改修事業経費

総　　　額補　正　額会　計　名(補正番号)

223億3,597万3千円1億2,285万2千円追加一般会計補正予算（第1号）

令和５年度　各会計補正予算

マイナンバーカード作成支援窓口のようす

原案可決

結　　果案　　　　　　　　　　件

原案可決
北斗市税条例の一部改正
〇地方税法等の改正に伴い、森林環境税の導入に伴う賦課徴収方法の規定や軽自動車税に係るグリーン
化特例の対象期限の延長など、市税条例について所要の改正を行おうとするもの

原案可決
北斗市国民健康保険税条例の一部改正
〇地方税法施行令等の改正に伴い、後期高齢者支援金等課税額に係る課税限度額の引上げや低所得の軽
減措置の拡充など、国民健康保険税条例について所要の改正を行おうとするもの

個人番号カード交付事務経費
Ｑ　北斗市内でのマイナンバーカードの
　申請の実績はどのくらいなのか。

Ａ　令和5年3月末時点で3万6,649件、
　率としては81.4％です。

物価高騰等対策生活支援事業経費
（子育て世帯支援特別給付金）

Ｑ　全体で何人分の特別給付金の給付を
見込んでいるのか。

Ａ　全体で1,572人の児童への給付を想
定しています。

総　　　額補　正　額会　計　名(補正番号)

241億8,323万5千円1億8,660万8千円追加一般会計補正予算（第15号）

令和４年度　一般会計補正予算【専決処分】
原案承認
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問
　
令
和
５
年
度
市
政
執
行
方
針
及
び
教
育
行

政
執
行
方
針
に
人
口
減
少
問
題
へ
の
取
り
組
み
、

学
校
で
の
推
進
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
な
計
画
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

茨
人
口
減
少
問
題
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
中

長
期
的
に
計
画
さ
れ
て
い
る
事
業
は
あ
る
の
か
。

答
（
市
長
）
茨
人
口
減
少
問
題
の
取
り
組
み
の

一
つ
の
子
育
て
支
援
は
、
不
妊
治
療
費
助
成
や

妊
産
婦
の
健
診
、
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
、
産

後
ケ
ア
事
業
、
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
充

実
し
た
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、

充
実
・
拡
大
が
必
要
と
の
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
、
結
婚
に
対
す
る
意

欲
の
向
上
を
図
り
、
出
会
い
の
機
会
を
提
供
す

る
事
業
と
し
て
、
「
婚
活
・
友
活
（
と
も
か

つ
）
講
座
」
を
開
催
し
、
結
婚
の
希
望
を
か
な

え
る
支
援
を
開
始
し
た
ほ
か
、
子
ど
も
の
包
括

的
な
相
談
支
援
を
行
う
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
」
を
令
和
６
年
度
に
整
備
で
き
る
よ
う
検
討

を
進
め
て
お
り
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
か
ら
育

児
、
子
育
て
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
充

実
さ
せ
る
所
存
で
す
。

問
　
芋
教
育
行
政
執
行
方
針
の
１
に
「
従
来
の

教
育
の
考
え
方
を
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
内
容
を
見
直
す
の
か
。

　
ま
た
、
「
自
ら
の
生
命
の
尊
さ
を
知
る
こ

と
」
や
「
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
」
、

「
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
育
て
て
い
く
こ

と
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

鰯
教
育
行
政
執
行
方
針
の
２
に
不
登
校
の
問
題

や
適
応
指
導
教
室
に
つ
い
て
触
れ
て
い
ま
す
が
、

現
状
と
今
後
の
具
体
的
な
計
画
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

允
教
育
行
政
執
行
方
針
の
３
に
「
校
則
や
制
服

の
時
代
に
あ
っ
た
も
の
へ
の
見
直
し
が
必
要
な

時
期
」
と
あ
り
ま
す
が
、
制
服
の
変
更
に
関
し

て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
か
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
制
服
変
更
に
伴
う
新

た
な
課
題
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
教
育
長
）
芋
こ
れ
ま
で
の
教
育
現
場
で
は
、

一
斉
授
業
に
よ
る
一
律
一
様
教
育
が
主
体
で
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
「
そ
ろ
え
る
」
教
育
か

ら
「
伸
ば
す
」
教
育
、
多
様
性
を
重
視
し
た
教

育
へ
の
転
換
を
進
め
る
た
め
に
よ
り
一
層
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
推
進
が
必
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

推
進
に
よ
り
、
子
ど
も
主
体
の
学
び
を
進
め
る

ほ
か
、
学
年
横
断
、
教
科
横
断
に
よ
り
、
そ
の

教
科
の
本
質
の
学
び
に
加
え
、
教
科
の
枠
組
み

を
超
え
た
実
社
会
に
生
き
る
学
び
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

　
「
自
ら
の
生
命
の
尊
さ
を
知
る
こ
と
」
や

「
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
」
な
ど
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
、
道
徳
授
業
に
お
け
る
「
が

ん
教
育
」
や
「
性
教
育
」
の
ほ
か
、
体
験
活
動
、

防
災
教
室
等
を
通
じ
て
、
生
命
の
尊
さ
を
実
感

さ
せ
、
理
解
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
。

鰯
本
市
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
数
は
令
和
４
年

度
末
　
人
で
あ
り
、
不
登
校
の
対
応
策
は
、
原

139

因
を
つ
き
と
め
解
決
策
を
学
校
や
保
護
者
等
と

協
議
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
学
校
だ
け
で

は
な
く
家
庭
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
学
校
で
は
、
未
然
防
止
、
初
期
対
応
、
自
立

支
援
を
重
点
と
し
、
児
童
・
生
徒
の
居
場
所
づ

く
り
、
教
育
相
談
の
実
施
、
意
欲
的
に
学
習
に

臨
め
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
の
ほ
か
、
別
室
登

校
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
家
庭
で
の

学
習
機
会
の
確
保
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
習
進
度
に
応
じ
た
授
業
の
実
施
や
、

指
導
者
の
確
保
が
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
常

設
の
適
応
指
導
教
室
の
増
設
の
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

允
昨
年
６
月
に
、
大
規
模
中
学
校
の
３
校
に
お

い
て
、
個
別
に
制
服
を
見
直
す
検
討
を
進
め
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
昨
年
９
月
に
、
市
内

各
中
学
校
の
校
長
と
教
育
委
員
会
で
協
議
を
行

い
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
関
す
る
取
り
組
み
を

進
め
る
た
め
、
制
服
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
、

そ
の
た
め
に
は
、
ブ
レ
ザ
ー
化
が
必
要
で
あ
り
、

小
規
模
校
単
独
で
の
見
直
し
は
、
保
護
者
等
の

経
済
的
側
面
よ
り
困
難
で
あ
る
こ
と
、
特
認
校

制
度
を
利
用
し
て
、
学
年
の
途
中
で
転
校
し
た

場
合
の
経
済
的
負
担
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
議
論
さ
れ
、
制
服
の
共
通
化
が
最
善

で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
最
終
サ
ン
プ
ル
の
作
製
・
確
認
、

対
象
児
童
及
び
保
護
者
等
へ
の
周
知
、
販
売
店

と
の
調
整
な
ど
を
行
う
予
定
で
、
ま
た
、
制
服

変
更
に
伴
う
新
た
な
課
題
等
は
、
現
在
、
統
一

制
服
に
関
す
る
支
援
施
策
が
可
能
で
あ
る
か
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
と
、
統
一
制
服
と
す
る
こ

と
へ
の
対
象
児
童
、
保
護
者
等
、
学
校
教
育
現

場
の
皆
さ
ま
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
々
木
　
亮
　
議
員 録画映像

人
口
減
少
問
題
と
学
校
教
育
に
関
す
る
件

問
　
子
ど
も
た
ち
が
、
自
ら
の
生

命
の
尊
さ
を
知
る
こ
と
な
ど

の
具
体
的
な
進
め
方
は

答
　
教
育
長

　
　
道
徳
授
業
や
体
験
活
動
を
通

じ
て
生
命
の
尊
さ
を
実
感

防災教室のようす「上磯小学校」
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問
　
市
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
対
し
て
、

農
業
活
性
化
・
農
業
振
興
事
業
な
ど
補
助
事
業

と
単
独
事
業
を
使
い
支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
に
つ
い
て
も
漁
業
環
境
の
保

全
・
改
良
や
種
苗
放
流
な
ど
に
よ
り
資
源
の
維

持
や
養
殖
施
設
の
更
新
、
整
備
が
進
め
ら
れ
、

漁
家
経
営
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
支
援
策
も

講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
人
口
減
少
問
題
・

少
子
高
齢
化
等
が
各
産
業
に
も
影
響
し
、
市
の

農
家
や
漁
師
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
か

と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
の
農
業
施
策
・
漁
業
施
策
で
の
担

い
手
不
足
に
対
す
る
補
助
事
業
・
単
独
事
業
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
件
数
及
び
今
後

の
方
向
性
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、

漁
業
に
つ
い
て
は
、
品
質
向
上
や
高
付
加
価
値

化
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
食
の
安
定
供
給
と

い
う
役
割
を
将
来
に
わ
た
っ
て
果
た
し
て
い
く

た
め
、
持
続
的
経
営
に
必
要
な
担
い
手
確
保
に

向
け
た
各
種
事
業
を
継
続
的
に
展
開
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
担
い
手
不
足
に
対
す
る
補
助
事
業
、
単
独
事

業
の
内
容
と
件
数
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

の
実
績
で
、
農
業
で
は
、
国
の
補
助
事
業
と
し

て
、
農
業
者
を
目
指
す
方
に
対
し
、
就
農
前
の

研
修
期
間
と
就
農
直
後
の
経
営
確
立
に
必
要
な

資
金
を
交
付
す
る
「
北
海
道
農
業
次
世
代
人
材

投
資
事
業
補
助
金
」
が
５
件
、
地
域
が
目
指
す

べ
き
農
地
利
用
の
姿
を
実
現
す
る
た
め
、
将
来

の
集
約
化
に
重
点
を
置
き
、
生
産
の
効
率
化
に

取
り
組
む
場
合
に
必
要
な
機
械
、
施
設
の
導
入

を
支
援
す
る
「
農
地
利
用
効
率
化
等
支
援
交
付

金
」
が
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
単
独
事
業
と
し
て
は
、
北
斗
市
に
移
住

し
、
新
た
に
農
業
経
営
を
開
始
す
る
新
規
就
農

者
に
対
し
、
就
農
に
向
け
た
自
己
資
金
を
維
持

し
、
研
修
に
集
中
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

を
目
的
に
家
賃
支
援
を
行
う
「
新
規
就
農
者
家

賃
支
援
事
業
補
助
金
」
や
、
新
規
就
農
者
を
指

導
、
育
成
す
る
受
け
入
れ
農
家
を
対
象
と
し
た

「
新
規
就
農
者
受
入
農
家
支
援
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
交
付
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
漁
業
で
は
、
補
助
事
業
と
し
て
、
就
業
相
談

会
の
開
催
や
就
業
準
備
資
金
の
交
付
、
漁
業
現

場
で
の
長
期
研
修
な
ど
、
就
業
準
備
か
ら
定
着

ま
で
を
支
援
す
る
「
漁
業
担
い
手
確
保
緊
急
支

援
事
業
」
や
、
こ
の
事
業
に
引
き
続
き
、
独
立

に
向
け
て
操
業
に
必
要
な
技
術
を
早
期
に
習
得

さ
せ
る
た
め
、
洋
上
研
修
を
行
う
指
導
者
を
対

象
と
し
た
「
新
規
漁
業
就
業
者
促
進
対
策
事

業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、
単
独
事
業
と

し
て
は
、
就
業
前
に
実
施
さ
れ
る
漁
業
研
修
か

ら
、
就
業
後
の
漁
業
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
の

一
定
期
間
に
お
い
て
、
研
修
や
船
舶
等
の
取
得
、

経
営
に
要
す
る
経
費
を
支
援
す
る
「
漁
業
新
規

参
入
者
等
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
交
付
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
担
い
手
不
足
の
解
消
の
た
め
に
最
も
重

要
な
こ
と
は
、
生
産
基
盤
の
整
備
や
複
合
経
営
、

高
付
加
価
値
化
の
推
進
な
ど
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
継
続
し
、
新
規
就
業
者
に
と
っ
て
魅
力

あ
る
産
業
へ
と
転
換
で
き
る
よ
う
、
生
産
性
の

向
上
や
経
営
の
安
定
化
、
高
所
得
化
を
図
る
こ

と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
目
的
に
、
農
業
で
は
、

「
農
業
機
械
等
導
入
支
援
事
業
補
助
金
」
を
今

年
度
創
設
す
る
と
と
も
に
、「
施
設
園
芸
用
ハ

ウ
ス
等
導
入
事
業
補
助
金
」
を
継
続
実
施
し
、

漁
業
に
お
い
て
も
、
漁
具
や
設
備
の
購
入
に
係

る
経
費
の
一
部
を
支
援
す
る
「
漁
業
経
営
活
性

化
対
策
事
業
補
助
金
」
を
令
和
４
年
度
か
ら
開

始
し
、
今
年
度
は
、
漁
獲
物
の
鮮
度
保
持
に
よ

る
高
付
加
価
値
化
を
図
る
目
的
で
、
荷
さ
ば
き

場
へ
の
活
魚
用
水
槽
の
設
置
に
対
し
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
さ
ら
に
、
今
後
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
マ
リ
ン

Ｉ
Ｔ
な
ど
、
地
域
社
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
、

従
来
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
厳
し
い
労
働
環
境

が
改
善
さ
れ
、
作
業
の
省
力
化
や
生
産
性
の
向

上
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
長
産
業
と

し
て
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
農
業
、
漁
業
経
営
の

将
来
性
や
発
展
性
、
や
り
が
い
や
経
営
状
況
な

ど
を
、
新
規
就
業
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
お

い
て
具
体
的
に
説
明
し
つ
つ
、
農
業
者
や
漁
業

者
の
方
々
と
も
協
議
を
重
ね
、
引
き
続
き
担
い

手
確
保
に
向
け
た
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
。

工
藤
　
秀
子
　
議
員 録画映像

北
斗
市
農
業
施
策
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
漁
業
振
興
に
関
す
る
件

問
　
農
業
施
策
・
漁
業
施
策
で
の

担
い
手
不
足
に
対
す
る
今
後

の
方
向
性
は

答
　
市
　
長

　
　
生
産
基
盤
の
整
備
や
複
合
経

営
、
高
付
加
価
値
の
推
進
な

ど
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、

新
規
就
業
者
に
と
っ
て
魅
力

あ
る
産
業
へ
と
転
換
で
き
る

よ
う
、
生
産
性
の
向
上
や
経

営
の
安
定
化
、
高
所
得
化
を

図
る
こ
と
と
認
識
し
て
い
る

当別でのコンブ干しのようす
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問
　
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
掘
削
発
生
土
が
搬

入
さ
れ
て
い
る
村
山
地
区
受
入
地
で
は
、
地
下

水
よ
り
環
境
基
準
値
０
・
　
㎎
／
Ｌ
を
超
え
る

01

濃
度
の
セ
レ
ン
が
頻
繁
に
検
出
さ
れ
る
と
い
う

深
刻
な
事
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
以
下
お
伺
い
し
ま
す
。

茨
村
山
地
区
受
入
地
に
お
け
る
令
和
４
年
　
月
11

　
日
以
降
の
重
金
属
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

21の
中
で
、
セ
レ
ン
濃
度
が
最
高
値
、
最
低
値
を

示
し
た
時
の
検
査
月
日
、
数
値
及
び
直
近
の
数

値
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

芋
村
山
地
区
受
入
地
周
辺
の
井
戸
水
の
現
在
の

水
質
、
特
に
重
金
属
濃
度
デ
ー
タ
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

鰯
柳
沢
地
区
仮
置
き
場
か
ら
河
川
に
放
流
さ
れ

て
い
る
水
の
現
在
の
状
況
を
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
経
緯
と
し
て
は
、
令
和
３
年
５
月

　
日
に
、
村
山
地
区
受
入
地
で
実
施
さ
れ
て
い

31る
地
下
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
観
測
孔
４
箇
所
の
う

ち
一
つ
か
ら
、
環
境
基
準
値
を
超
え
る
セ
レ
ン

が
計
測
さ
れ
た
と
鉄
道
・
運
輸
機
構
か
ら
報
告

さ
れ
、
環
境
基
準
値
の
超
過
が
確
認
さ
れ
た
場

合
の
対
応
と
し
て
は
、
北
斗
市
村
山
地
区
の
発

生
土
受
入
に
関
す
る
協
定
書
に
お
い
て
、
鉄

道
・
運
輸
機
構
が
実
態
に
即
し
た
適
切
な
回
避

措
置
を
講
じ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

市
は
、
直
ち
に
講
ず
べ
き
措
置
の
実
施
を
要
請

し
、
村
山
地
区
受
入
地
へ
の
対
策
土
の
搬
入
は

一
時
中
断
さ
れ
て
い
る
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
事
案
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
受
入
地
内
の

対
策
土
に
触
れ
た
雨
水
や
雪
解
け
水
が
、
対
策

土
盛
土
箇
所
の
下
部
に
あ
る
堰
堤
付
近
の
く
ぼ

地
に
流
入
し
、
令
和
２
年
　
月
頃
か
ら
令
和
３

11

年
６
月
ま
で
、
継
続
的
に
滞
水
し
た
結
果
、
水

分
の
蒸
発
等
に
よ
り
セ
レ
ン
濃
度
が
上
昇
し
た

状
態
で
集
中
的
に
地
下
に
浸
透
し
、
長
時
間
に

わ
た
っ
て
地
下
に
供
給
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で

あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
は
令
和
３
年
６

月
か
ら
　
月
の
間
に
、
滞
水
の
汲
み
上
げ
、
滞

10

水
箇
所
の
堆
積
物
の
除
去
及
び
埋
め
戻
し
な
ど

の
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
４
月

　
日
採
水
分
の
検
査
結
果
で
再
び
セ
レ
ン
の
環

11境
基
準
値
の
超
過
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
６
月
か
ら
は
観
測
孔
を
追
加
し
て
調

査
が
行
わ
れ
、
地
盤
中
に
浸
透
し
た
セ
レ
ン
が
、

地
下
で
比
較
的
濃
度
の
高
い
エ
リ
ア
を
形
成
し
、

融
雪
や
降
雨
な
ど
に
よ
り
水
位
が
変
動
す
る
地

下
水
に
触
れ
る
こ
と
で
セ
レ
ン
濃
度
が
上
昇
し

て
い
る
と
の
分
析
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
１
月
に
は
、
「
村
山
地
区
受
入
地
環
境

技
術
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
セ
レ
ン
濃
度
の

低
減
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
、
実
施
検
討
と

さ
れ
る
対
策
工
の
案
に
つ
い
て
、
本
年
５
月
　26

日
に
、
市
は
、
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

茨
令
和
４
年
　
月
　
日
以
降
に
セ
レ
ン
の
環
境

11

21

基
準
値
の
超
過
が
確
認
さ
れ
た
地
点
の
検
査
結

果
の
う
ち
、
最
高
値
を
示
し
た
の
は
、
１
月
　16

日
、
１
月
　
日
、
３
月
　
日
採
水
分
に
係
る
検

30

27

査
で
、
計
測
値
は
０
・
　
㎎
／
Ｌ
で
す
。

03

　
最
低
値
を
示
し
た
の
は
、　
月
　
日
、　
月

11

28

12

５
日
、　
月
　
日
採
水
分
に
係
る
検
査
で
、
計

12

12

測
値
は
０
・
　
㎎
／
Ｌ
で
す
。

002

　
ま
た
、
直
近
の
６
月
５
日
採
水
分
の
セ
レ
ン

の
最
高
値
は
、
０
・
　
㎎
／
Ｌ
で
す
。

019

芋
村
山
地
区
受
入
地
周
辺
で
は
、
５
箇
所
の
井

戸
に
お
い
て
水
質
検
査
を
実
施
し
、
直
近
で
報

告
さ
れ
た
６
月
５
日
に
採
水
し
た
井
戸
水
の
検

査
で
は
、
環
境
基
準
値
の
超
過
は
確
認
さ
れ
て

お
ら
ず
、
重
金
属
に
つ
い
て
は
、
鉛
、
ヒ
素
、

セ
レ
ン
の
検
査
を
行
い
、
２
箇
所
で
ヒ
素
が
環

境
基
準
値
の
　
分
の
１
に
当
た
る
０
・
　
㎎
／

10

001

Ｌ
と
計
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
は
、
定

量
下
限
値
０
・
　
㎎
／
Ｌ
未
満
と
な
っ
て
い
ま

001

す
。

鰯
柳
沢
仮
置
き
場
の
状
況
と
し
て
は
、
対
策
土

を
仮
置
き
す
る
箇
所
の
原
地
盤
及
び
周
囲
の
土

側
溝
に
は
、
全
て
遮
水
シ
ー
ト
が
敷
か
れ
、
仮

置
き
す
る
対
策
土
も
保
護
シ
ー
ト
で
覆
い
、
水

が
浸
透
し
な
い
よ
う
対
策
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鉄
道
・
運
輸
機
構
か
ら
は
、
基
本
的
に
、

シ
ー
ト
表
面
を
流
れ
た
雨
水
な
ど
が
土
側
溝
か

ら
沈
砂
池
に
集
ま
り
、
濁
水
処
理
施
設
で
必
要

な
対
応
を
し
た
上
で
、
万
太
郎
沢
川
に
放
流
し

て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、
沈
砂
池
、

濁
水
処
理
施
設
の
放
流
口
、
河
川
へ
の
放
流
箇

所
の
上
流
及
び
下
流
に
お
い
て
水
質
検
査
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
基
準
値
の
超
過

は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
村
山
地
区
受
入
地
、
柳
沢
地
区
仮
置
き
場
、

そ
の
後
の
処
分
場
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
今
、

考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
（
副
市
長
）
ま
ず
最
優
先
で
鉄
道
・
運
輸
機

構
に
対
処
し
て
い
た
だ
く
べ
き
は
村
山
地
区
受

入
地
の
状
況
の
改
善
で
あ
り
、
見
通
し
を
き
ち

ん
と
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
笠
　
朝
子
　
議
員 録画映像

北
海
道
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工
事

　
　
　
　
　
　
　
掘
削
発
生
土
に
関
す
る
件

問
　
村
山
地
区
受
入
地
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
結
果
の
直
近
の
数
値
は

答
　
市
　
長

　
　
６
月
５
日
採
水
分
の
セ
レ
ン

の
最
高
値
は
０
・
　
㎎
／
Ｌ

019

車窓からの柳沢地区仮置き場



揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄一　般　質　問

７北斗市　議会だより

問
　
教
育
長
は
、
令
和
５
年
度
教
育
行
政
執
行

方
針
の
中
で
、
「
教
職
員
の
働
き
方
改
革
は
、

令
和
５
年
度
よ
り
変
形
労
働
時
間
制
を
導
入
し
、

さ
ら
な
る
在
校
時
間
の
短
縮
に
つ
な
げ
る
」
と

表
明
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
４
月
に
国
が
公
表
し
た
実
態
調
査
で

は
、
平
日
の
勤
務
時
間
は
小
学
校
教
諭
が
　
時
11

間
　
分
、
中
学
校
教
諭
が
　
時
間
　
分
（
持
ち

23

11

33

帰
り
時
間
を
含
む
）
と
な
っ
て
お
り
、
教
員
の

長
時
間
労
働
は
依
然
深
刻
で
す
が
、
私
は
そ
の

原
因
と
し
て
、
深
刻
な
教
員
不
足
と
「
定
額
働

か
せ
放
題
」
の
教
員
給
与
特
別
措
置
法
に
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
以
下
の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

茨
市
内
教
職
員
の
勤
務
時
間
の
現
状
に
つ
い
て
。

芋
教
員
給
与
特
別
措
置
法
へ
の
教
育
長
の
認
識

に
つ
い
て
。

鰯
変
形
労
働
時
間
制
導
入
が
在
校
時
間
の
短
縮

に
つ
な
が
る
と
す
る
具
体
的
な
根
拠
に
つ
い
て
。

答
（
教
育
長
）
茨
市
内
全
教
職
員
の
１
日
当
た

り
の
年
平
均
の
勤
務
時
間
は
、
小
学
校
で
は
、

令
和
４
年
度
が
９
時
間
　
分
、
中
学
校
で
は
、

26

９
時
間
　
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

33

芋
国
が
定
め
た
法
律
に
対
し
、
一
自
治
体
の
教

育
長
が
述
べ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
教

員
は
、
多
岐
に
わ
た
る
業
務
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

非
常
に
多
忙
な
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
関
わ
り
が
十

分
に
行
え
る
よ
う
、
北
海
道
か
ら
の
補
助
ス
タ

ッ
フ
の
配
置
に
加
え
、
本
市
独
自
の
対
応
と
し

て
、
少
人
数
学
級
へ
の
補
助
教
員
の
配
置
の
ほ

か
、
学
習
支
援
員
の
増
員
配
置
な
ど
、
教
職
員

の
負
担
軽
減
や
児
童
・
生
徒
へ
の
、
よ
り
手
厚

い
指
導
が
可
能
と
な
る
よ
う
様
々
な
対
応
を
講

じ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

鰯
本
制
度
に
つ
い
て
は
、
学
校
全
体
の
業
務
改

善
や
効
率
化
が
促
さ
れ
、
結
果
と
し
て
、
教
職

員
一
人
一
人
の
在
校
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
変
形
労
働
時
間
制
の
活
用
は
、
本
人
の
自

由
で
、
選
択
権
は
本
人
に
あ
り
、
そ
れ
に
対
す

る
外
圧
や
指
示
、
指
導
は
一
切
な
く
、
あ
く
ま

で
自
分
の
選
択
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
権
利

と
い
う
認
識
で
い
い
の
か
。

答
（
教
育
長
）
お
見
込
み
の
と
お
り
で
す
。

　
も
し
、
そ
の
よ
う
な
外
圧
が
あ
る
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
調
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

在
宅
高
齢
者
等
向
け

　
　
　
　
　
　
除
雪
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
件

問
　
市
は
、
高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
に
除
雪
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
雪
の
多
い
地

域
に
住
む
高
齢
者
な
ど
に
と
っ
て
、
こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
非
常
に
大
切
な
制
度
と
し
て
、
多
く
の

方
々
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
町
内
会
の
方
々

や
除
雪
協
力
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
拠
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
成
り

手
不
足
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
本
事
業
の
今

後
に
不
安
を
感
じ
る
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
本
事
業
の
今
後
の
展
望
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
町
内
会
を
主
体
と
し
た
地
域
の
助

け
合
い
活
動
の
一
環
と
し
て
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
確
保
等
に
つ
い
て
、
市
、
町
内
会
長
、

民
生
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
情
報
共
有
を
密
に
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
件

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
め
ぐ
り
、
コ
ン

ビ
ニ
で
別
人
の
住
民
票
を
交
付
、
他
人
の
預
金

口
座
を
誤
登
録
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
別
人
の
医

療
情
報
を
ひ
も
付
け
る
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
北
斗
市
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
現
時
点
で
は
、
全
国
で
発
生
し
て

い
る
よ
う
な
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
係

す
る
誤
り
事
案
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

前
田
　
　
治
　
議
員 録画映像

教
員
の
変
形
労
働
時
間
制
に
関
す
る
件

問
　
変
形
労
働
時
間
制
の
活
用
は

自
分
で
選
択
で
き
る
権
利
と

い
う
認
識
か

答
　
教
育
長

　
　
お
見
込
み
の
と
お
り
で
す

問
　
本
事
業
の
今
後
の
展
望
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

答
　
市
　
長

　
　
町
内
会
長
な
ど
と
情
報
共
有

し
、
継
続
し
て
ま
い
り
た
い

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
は

答
　
市
　
長

　
　
現
時
点
で
本
市
で
の
誤
り
事

案
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん公金受取口座確認画面

（マイナポータルにログイン）



揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄一　般　質　問

８ 北斗市　議会だより

問
　
私
が
今
回
、
立
候
補
し
た
理
由
が
、
こ
の

疑
問
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
方
々
に
も
こ
の
点
に
つ
い
て
訴
え
て

お
り
ま
し
た
の
で
お
伺
い
し
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
２
月
　
日
、
市
長
は
３
回
目
の

15

接
種
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は
　
歳
65

以
上
の
方
が
対
象
者
の
は
ず
で
す
。

　
市
長
は
ど
の
よ
う
な
事
情
で
接
種
し
た
の
か

経
緯
も
含
め
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
本
市
で
は
、
一
般
的
に
は
、　
歳
64

以
下
の
方
の
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
令
和

４
年
３
月
か
ら
行
う
旨
、
広
報
ほ
く
と
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
基
礎
疾
患
が

あ
る
方
な
ど
で
２
回
目
の
接
種
を
受
け
て
か
ら

７
～
８
カ
月
を
経
過
し
た
方
に
は
、
令
和
４
年

３
月
よ
り
も
前
に
３
回
目
接
種
が
で
き
る
よ
う
、

案
内
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
は
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
者
と
し
て
申
請
し
、

２
回
目
の
接
種
を
令
和
３
年
７
月
に
終
え
て
お

り
、
基
準
に
よ
り
、
令
和
４
年
２
月
上
旬
に
接

種
券
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
基
に
、
ワ

ク
チ
ン
廃
棄
を
防
ぐ
キ
ャ
ン
セ
ル
枠
で
あ
り
ま

し
た
が
予
約
し
、
接
種
を
受
け
た
経
過
で
す
。

問
　
議
会
議
員
選
挙
の
際
に
こ
の
内
容
を
記
載

し
た
私
の
後
援
会
チ
ラ
シ
を
投
函
し
た
こ
と
で

誹
謗
中
傷
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
た
よ
う
で
し

た
が
、
そ
の
辺
を
踏
ま
え
て
市
長
に
は
真
摯
な

対
応
で
お
願
い
し
た
い
。

答
（
市
長
）
宮
川
議
員
の
チ
ラ
シ
の
件
で
す
が
、

そ
の
中
身
は
虚
偽
で
す
と
か
誹
謗
中
傷
と
な
り
、

ま
た
名
誉
棄
損
に
当
た
る
も
の
も
沢
山
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
私
の
基
礎
疾
患
の
診
断
書
も

含
め
て
、
証
拠
書
類
を
し
か
る
べ
く
機
関
に
提

出
し
て
い
ま
す
。

一
次
産
業
の
活
性
化
に
関
す
る
件

問
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
世
界

的
に
化
学
原
料
調
達
が
厳
し
く
な
り
、
価
格
が

　
％
も
値
上
が
り
し
て
い
る
状
態
で
す
。

80　
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
以
下
お
聞
き
し
ま
す
。

茨
酪
農
家
に
は
新
た
な
支
援
が
出
さ
れ
る
よ
う

で
す
が
、
そ
の
ほ
か
の
農
家
に
新
た
な
施
策
が

あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

芋
現
在
の
漁
業
者
数
を
専
業
と
兼
業
別
、
ま
た
、

養
殖
事
業
に
つ
い
て
の
考
え
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

鰯
こ
れ
ま
で
の
六
次
産
業
化
の
取
り
組
み
へ
の

支
援
を
含
め
、
今
後
の
市
の
考
え
を
お
知
ら
せ

下
さ
い
。

答
（
市
長
）
茨
昨
今
の
肥
料
、
燃
料
、
農
業
用

資
材
や
飼
料
等
の
急
激
な
価
格
高
騰
は
、
農
業

経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
は
、
化
学
肥
料
購
入
支
援
金
給
付
事

業
を
実
施
し
、
市
内
の
農
業
者
　
名
が
交
付
を

66

受
け
て
お
り
、
ま
た
、
今
年
度
は
、
国
の
肥
料

価
格
高
騰
対
策
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
事
業
に
関
す
る
説
明
会
の
開
催
や
、

申
請
等
の
受
付
準
備
を
進
め
、
多
く
の
農
業
者

に
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
積

極
的
な
制
度
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

芋
本
年
４
月
１
日
時
点
の
上
磯
郡
漁
協
組
合
員

数
は
　
名
と
な
っ
て
お
り
、
５
年
前
に
調
査
が

84

行
わ
れ
た
２
０
１
８
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る

と
、
漁
家
数
　
戸
の
う
ち
専
業
が
　
戸
、
兼
業

81

14

が
　
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

67

　
養
殖
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
生
産
、
価

格
と
も
に
安
定
し
て
い
る
ワ
カ
メ
と
コ
ン
ブ
の

養
殖
事
業
の
増
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本

に
、
他
地
域
に
お
け
る
先
進
事
例
な
ど
の
情
報

収
集
に
努
め
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
。

鰯
六
次
産
業
化
は
、
初
期
投
資
が
か
か
る
こ
と

か
ら
、
一
部
の
農
業
者
か
ら
の
相
談
で
あ
り
ま

す
が
、
国
の
六
次
産
業
化
事
業
の
紹
介
な
ど
を

行
い
、
現
在
、
い
く
つ
か
の
事
業
者
が
六
次
産

業
化
に
関
連
し
た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
今
年
度
よ
り
六
次
産
業
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
必
要
な
施
設
等
の
整
備
に
対
し
て
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
、
付
加
価
値
の
創
出
と

販
売
力
の
強
化
に
よ
る
持
続
可
能
な
農
林
漁
業

経
営
の
確
立
等
を
目
指
し
、「
北
斗
市
六
次
産

業
化
支
援
事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
制
度
の
周
知
に
努
め
、
多
く

の
事
業
者
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
経
済

の
発
展
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

宮
川
　
　
勇
　
議
員 録画映像

池
田
市
長
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
件

問
　
　
歳
以
上
の
方
が
対
象
の
時

65期
に
市
長
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
し
た
経
緯
は

答
　
市
　
長

　
　
基
礎
疾
患
の
あ
る
者
と
し
て

申
請
し
、
ワ
ク
チ
ン
廃
棄
を

防
ぐ
キ
ャ
ン
セ
ル
枠
で
予
約

し
接
種
を
し
た

野菜の直売や体験工房がある　　　
　　　　　　　　「㈲緑友会 六輪村」

問
　
六
次
産
業
化
へ
の
支
援
は

答
　
市
　
長

　
　
今
年
度
よ
り
「
北
斗
市
六
次

産
業
化
支
援
事
業
補
助
金
」

を
創
設
し
、
今
後
は
地
域
経

済
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い



揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄一　般　質　問

９北斗市　議会だより

問
　
政
府
は
異
次
元
の
少
子
化
対
策
と
し
て
、

経
済
的
支
援
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
制
度

の
改
革
を
打
ち
出
し
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

　
以
下
の
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

茨
市
は
、
今
後
の
保
育
事
業
に
関
し
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

芋
高
齢
化
で
一
番
の
課
題
は
、
施
設
へ
の
入
所

が
困
難
で
、
老
老
介
護
や
親
の
介
護
に
よ
る
離

職
の
高
ま
り
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
増
加
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
が
、
市
と
し
て
こ
れ
か
ら

の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

鰯
国
、
北
海
道
、
函
館
市
、
七
飯
町
の
過
去
５

年
間
の
出
生
率
と
北
斗
市
と
の
比
較
を
し
、
今

後
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

允
安
全
対
策
と
し
て
喫
緊
の
課
題
は
、
大
規
模

地
震
に
よ
る
津
波
対
策
で
す
。

　
授
業
時
間
に
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

の
具
体
的
な
避
難
路
の
確
保
に
関
し
て
、
各
学

校
へ
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
市
長
）
茨
市
と
し
て
、
国
の
改
善
内
容
を

注
視
し
適
切
な
時
期
に
制
度
変
更
で
き
る
よ
う

対
応
を
す
る
と
と
も
に
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

芋
高
齢
者
の
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

る
方
が
増
え
た
こ
と
で
施
設
入
所
者
は
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方

や
ご
家
族
等
が
老
老
介
護
等
や
介
護
離
職
と
な

ら
な
い
よ
う
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を
進
め
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
は
、
実
態
把
握
に
努
め
た

上
で
適
切
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

鰯
今
後
、
本
市
の
出
生
率
の
向
上
を
目
指
し
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
視
点
・
発
想
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
た
い
と
思

え
る
子
育
て
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
た
い
。

允
授
業
時
間
に
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

の
具
体
的
な
避
難
路
の
確
保
は
、
市
と
し
て
も

避
難
訓
練
に
職
員
が
学
校
に
出
向
い
て
助
言
す

る
な
ど
共
通
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

問
　
津
波
対
策
と
し
て
海
に
近
い
学
校
等
に
救

命
胴
衣
を
用
意
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
（
総
務
課
長
）
担
当
部
局
の
判
断
も
あ
り
ま

す
が
、
他
の
自
治
体
の
事
例
に
つ
い
て
研
究
し

て
ま
い
り
た
い
。

北
斗
市
役
所
の
職
場
環
境
に
関
す
る
件

問
　
働
き
や
す
い
環
境
と
は
一
概
に
こ
れ
と
言

う
の
は
難
し
い
で
す
が
、
大
事
な
の
は
、
公
務

員
試
験
を
ク
リ
ア
し
て
就
職
し
た
若
い
職
員
が
、

退
職
し
て
違
う
仕
事
を
探
そ
う
と
考
え
な
い
職

場
環
境
で
あ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
市
長
就
任
以
来
の
職
員
の
有
給
休
暇
取
得
率

を
暦
年
別
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
地
方
公
共
団
体
の
勤
務
条
件
等
に

関
す
る
調
査
に
基
づ
く
実
績
で
は
、
平
成
　
年
30

が
　
・
５
％
、
令
和
元
年
が
　
・
５
％
、
令
和

22

21

２
年
が
　
・
２
％
、
令
和
３
年
が
　
・
７
％
、

22

23

令
和
４
年
が
　
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

25

問
　
特
に
若
手
職
員
や
子
ど
も
が
い
る
職
員
に

は
、
積
極
的
に
有
給
休
暇
を
と
る
よ
う
伝
え
、

子
ど
も
の
授
業
参
観
な
ど
に
行
く
よ
う
に
し
て

は
い
か
が
か
。

答
（
市
長
）
取
得
日
数
が
低
い
と
い
う
の
は
反

省
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
有
給
休
暇
を
取
得
す
る
よ
う
職
員
に
今
以
上

に
働
き
掛
け
て
い
き
ま
す
。

随
意
契
約
に
関
す
る
件

問
　
こ
れ
ま
で
の
随
意
契
約
に
関
す
る
決
ま
り

と
今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
違
い
は
具
体
的
に

何
か
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
策
定
前
と
策
定
後
に
お
い
て
随
意

契
約
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
考
え
方
に
相
違
は

あ
り
ま
せ
ん
。

髙
村
　
　
智
　
議
員 録画映像

少
子
高
齢
化
対
策
と
安
全
対
策
に
関
す
る
件

問
　
津
波
対
策
で
海
に
近
い
学
校

に
救
命
胴
衣
を
用
意
し
て
は

答
　
総
務
課
長

　
　
他
の
自
治
体
の
導
入
事
例
を

研
究
し
て
ま
い
り
た
い

問
　
職
員
の
有
給
休
暇
取
得
率
は

答
　
市
　
長

　
　
令
和
４
年
度
は
　
・
２
％

25

本庁舎１階の勤務状況

問
　
こ
れ
ま
で
の
決
ま
り
と
今
回

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
違
い
は

答
　
市
　
長

　
　
取
り
扱
い
に
対
す
る
考
え
方

に
相
違
は
あ
り
ま
せ
ん



揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄一　般　質　問

１０ 北斗市　議会だより

問
　
急
激
な
人
口
減
少
を
背
景
と
し
て
子
育
て

支
援
は
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
現
在
の
当
市
の
実

態
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
市
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
５
カ
年

の
期
間
と
す
る
第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
策
定
の
た
め
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

予
定
で
、
こ
の
調
査
に
よ
り
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
実
態
を
把
握
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
、
総
合
相
談
窓
口
の
「
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

思
わ
れ
る
子
ど
も
か
ら
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ポ
ス
タ
ー
等
を
配
布
す
る
な
ど
、
周
知
や

啓
発
活
動
を
行
い
、
今
後
も
、
国
の
制
度
内
容

を
注
視
し
つ
つ
、
調
査
結
果
と
併
せ
必
要
な
体

制
と
支
援
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

ワ
イ
ン
事
業
に
関
す
る
件

問
　
三
ツ
石
地
区
の
北
斗
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
及
び

文
月
・
向
野
地
区
で
の
ワ
イ
ン
生
産
等
の
事
業

展
開
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
に
と
り
、
ワ
イ
ン
事
業
を
契
機

と
し
て
、
観
光
振
興
・
商
業
振
興
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
文
月
・
向
野
地
区
に
、
「
カ
フ
ェ
」
や
「
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
」
の
店
等
を
誘
致
で
き
る
制
度
や

計
画
が
進
ん
で
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
三
ツ
石
地
区
に
あ
る
北
斗
ヴ
ィ
ン

ヤ
ー
ド
は
、
現
在
約
　
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
約

18

１
万
８
千
本
の
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
苗
木
が
植
え

付
け
ら
れ
、
昨
年
秋
に
収
穫
の
シ
ャ
ル
ド
ネ
を

使
用
し
た
ワ
イ
ン
が
、
今
年
６
月
か
ら
約
　
本
500

限
定
で
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
月
・
向
野
地
区
に
つ
い
て
は
、
今
年
秋
に

㈱
農
楽
（
の
ら
）
と
デ
ュ
エ
プ
ン
テ
ィ
㈱
の
２

つ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
完
成
し
初
仕
込
み
が
行
わ

れ
る
予
定
で
、
㈱
ト
ロ
ッ
コ
も
ワ
イ
ナ
リ
ー
を

計
画
し
、
㈱
ヒ
ュ
ッ
ゲ
は
、
農
泊
施
設
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
計
画
を
見

直
し
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
必
要
な
施

設
に
限
り
、
建
築
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
進
め
、

文
月
・
向
野
地
区
を
収
穫
体
験
型
観
光
エ
リ
ア

と
位
置
付
け
、
総
合
的
な
観
光
型
農
園
と
し
て
、

振
興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
文
月
・
向
野
地
区
は
、
農
業
に
必
要

な
建
物
以
外
は
、
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
農
業
者
が
自
ら
の

生
産
物
等
で
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
計
画
に
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、

特
例
的
に
建
設
が
可
能
に
な
る
も
の
で
す
。

北
海
道
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
生
土
に
関
す
る
件

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
備
設
置
に
関
す
る
件

問
　
市
は
、
本
年
１
月
に
「
北
斗
市
随
意
契
約

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
「
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
設
備
設
置
特
命
随
契
」
が
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
合
致
し
て
い
た
の
か
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
置
の
一
者
特
命
随
契

に
つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）
あ
え
て
申
し
上
げ
る
と
す
れ
ば
、

よ
り
慎
重
な
検
討
・
対
応
が
必
要
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

抵
触
し
て
い
る
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
本
件
に
関
し
て
は
、
監
査
結
果
で
の
ご
指
摘
、

一
般
会
計
決
算
認
定
に
対
す
る
付
帯
決
議
等
を

真
摯
に
受
け
と
め
、
今
後
の
円
滑
な
市
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
備
設
置
特
命
随
契
に
お
い

て
、
一
者
し
か
な
い
と
思
い
込
ん
だ
の
は
誰
だ

っ
た
の
か
。

答
（
副
市
長
）
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
私
が
中

心
と
な
っ
た
検
討
の
中
で
判
断
を
し
ま
し
た
。

新
関
　
一
夫
　
議
員 録画映像

子
育
て
支
援
に
関
す
る
件

問
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
と

今
後
の
取
り
組
み
は

答
　
市
　
長

　
　
相
談
事
例
は
な
い
が
、
調
査

結
果
な
ど
踏
ま
え
必
要
な
体

制
と
支
援
を
検
討
す
る

問
　
観
光
・
商
工
振
興
を
図
る
た

め
文
月
・
向
野
地
区
に
店
舗

を
誘
致
で
き
る
制
度
は

答
　
市
　
長

　
　
農
業
者
が
自
ら
の
生
産
物
で

行
う
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
計
画
に
位
置
付
け
す
る
こ

と
で
建
設
が
可
能

問
　
一
者
特
命
随
契
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
合
致
し
て
い
た
の
か

答
　
市
　
長

　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
抵
触
し
て

い
る
と
は
考
え
て
い
な
い

問
　
柳
沢
地
区
に
仮
置
き
の
発
生

土
の
最
終
的
な
処
分
は

答
　
市
　
長

　
　
村
山
地
区
受
入
地
の
状
況
が

納
得
で
き
る
見
通
し
を
確
認

後
に
協
議
・
検
討
す
る
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１１北斗市　議会だより

・4月5日に委員会を開催し、議会だより（№74）の監修についての協議を行
いました。
・5月12日に委員会を開催し、正副委員長の互選、議会運営に関する協議、
議会だより（№75）の監修を行いました。
・6月9日に委員会を開催し、第2回定例会の議会運営（会期日程等）に関す
る協議を行い、会期を6月19日から6月26日までの8日間としました。

第2回臨時会中の開催　＝5月12日開催＝
　正副委員長の互選を行いました。

第2回定例会中の審査　＝6月22日開催＝
　定例会で付託された、条例の一部改正（2件）の審査を行いました。

◆ 北斗市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について          ＝原案可決とすべきものと決定＝
　新型コロナウイルス感染者等への対応業務に従事した職員に対する感染症作業手当について、本年5月8
日付けで、感染症法上の位置付けが5類に移行されたことから、これまでの特例規定を廃止するための一
部改正です。
　Ｑ　具体的にどのような業務に対し、手当を支給していたのか。
　Ａ　火葬業務や自宅療養者への療養セットの配送業務を対象としていました。
　Ｑ　感染症法上の位置づけが5類に移行したことにより、火葬場での対応はどのように変わるのか。
　Ａ　火葬のガイドラインも変更されており、5類に移行前は防護服の着用等をしていましたが、移行後
　　は通常の火葬として取り扱うことになっています。

◆ 北斗市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について
                   ＝原案可決とすべきものと決定＝
　生活保護の医療扶助におけるマイナンバーカードを活用したオン
ライン資格確認が、本年度中に本格導入されることに伴い、生活保
護法に準じる外国人の取り扱いについても、生活保護法に基づく日
本人の取り扱いと同様、医療扶助におけるオンライン資格確認を可
能とするための一部改正です。
　Ｑ　外国人は、住民基本台帳システムに登録されているのか。
　Ａ　システムに登録されています。
　Ｑ　住民登録している外国人の人数は。
　Ａ　令和5年5月末時点で280人です。
　Ｑ　外国人の児童生徒の学校対応は。
　Ａ　学校では翻訳機などを活用して対応しています。

総　務
常任委員会

総　務
常任委員会

議　会
運営委員会

議　会
運営委員会

総務常任委員会のようす

委員会活動をお知らせしま委員会活動をお知らせしますす
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第2回臨時会中の開催　＝5月12日開催＝
　正副委員長の互選を行いました。

第2回定例会中の審査　＝6月23日開催＝
　定例会で付託された、条例の一部改正（3件）の審査を行いました。

◆ 北斗市子ども医療費の助成に関する条例の一部改正について         ＝原案可決とすべきものと決定＝
　これまで、子ども医療費の助成対象外としていた、高等学校等に
在学していない者などの、例外規定を削除することにより、北斗市
に住む全ての満18歳に達する日以後、最初の3月31日までの者を子
ども医療費の助成対象とするもので、本年7月1日以降の診療分から
適用するための一部改正です。
　Ｑ　18歳までの被保険者の対応はどうなるのか。
　Ａ　すべての該当年齢の方が医療助成の対象となります。
　Ｑ　改正により受給できる方は申請が必要なのか。
　Ａ　不要です。

◆ 北斗市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営
の基準に関する条例の一部改正について              ＝原案可決とすべきものと決定＝

　こども家庭庁の設置に伴い、子ども・子育て支援法が改正されたことによる、引用条項の条ずれなどの
改正をするための一部改正です。
◆ 北斗市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正について

＝原案可決とすべきものと決定＝
　こども家庭庁の設置に伴い、厚生労働省で定める家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の改正
に併せ、所要の改正をするための一部改正です。

第2回臨時会中の開催　＝5月12日開催＝
　正副委員長の互選を行いました。

産業建設産業建設
常任委員会常任委員会

文教厚生
常任委員会

文教厚生
常任委員会

子ども医療費受給者証（見本）

議会の模様がインターネットでご覧いただけます。
○　北斗市議会ホームページの「議会映像」→「市議会インターネット中継」をクリックすると、
　　視聴方法の選択画面（「ライブ中継を見る」・「録画映像を見る」）に進みます。
　　　http://www.city.hokuto.hokkaido.jp/docs/1987.html

○　市役所や総合分庁舎などでも、議会中継の模様が設置モニターでご覧になれます。
　 【ご覧いただける場所】・市役所本庁舎・総合分庁舎・市役所七重浜支所、茂辺地支所

北斗市議会 検 索
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　＝6月26日開催＝

第６期北斗市議会議員による「北海道新幹線トンネル工事に
伴う掘削発生土に関する調査特別委員会」が設置されました。

　北海道新幹線トンネル工事については、札幌延伸を令和12年度末
の開業に向けて、北斗市では4工区のトンネル工事が進められてお
り、令和元年度には市より、鉄道・運輸機構に対し、トンネル工事
における市民の安心をさらに高める取り組みの検討を要請し、鉄
道・運輸機構からも対策についての回答を得たところです。
　しかしながら、その後もトンネル工事に伴う掘削発生土について
は、村山地区受入地におけるセレン濃度の環境基準超過や村山地区受入地の受入条件に適さない対策土を
含めた対策土の新規受入地の選定、柳沢地区仮置き場の再拡張など、市民の安全・安心の暮らしに関わる
課題が残っていることから、今後も調査が必要不可欠であると判断し、本委員会を設置したものです。
　6月26日に委員会を開催し、正副委員長の互選を行いました。

渡島トンネル入口

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事にににににににににににににににににににに伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴うううううううううううううううううううう掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土にににににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす北海道新幹線トンネル工事に伴う掘削発生土に関するるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員調査特別委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　　　　　　　　　　特　別　委　員　氏　名  　　　　　  （◎　委員長、〇　副委員長）

日　笠　朝　子伊　藤　洋　平吉　田　直　樹〇  山　本　正　宏◎  白　石　勝　士

秋　田　厚　也髙　村　　　智　  工　藤　秀　子 　 仲　村　千鶴子

■ 会派代表者会議
　　5月10日、12日に北斗市役所で開かれ、常任委員会の所属や一部事務組合・広域連合議会議員の選挙
など議会構成に関する協議をしました。

　　6月19日、21日、23日に北斗市役所で開かれ、北海道新幹線トンネル工事に伴う掘削発生土に関する
調査特別委員会の設置等に関する協議をしました。

■ 全員協議会
　　5月12日に北斗市役所で開かれ、議会選出の監査委員についての協議、団体定期保険等の加入説明を
受けました。

　　6月21日に北斗市役所で開かれ、閉会中における正副議長の公務活動、一部事務組合・広域連合議会
の概要、市から報告事項（1件）について報告されました。

その他の会議など（市議会その他の会議など（市議会））
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■ 南渡島消防事務組合議会
　　5月23日、令和5年第1回臨時会が南渡島消防事務組合消防本部で開かれ、議長選挙、副管理者の選任
同意、監査委員の選任同意（2件）、令和5年度一般会計補正予算について審議され、可決・同意されま
した。

　　議長に玉森大樹議員が選出されました。
■ 南渡島衛生施設組合議会
　　5月25日、令和5年第1回臨時会が南渡島衛生施設組合で開かれ、議長選挙、副議長選挙、監査委員の
選任同意について審議され、可決・同意されました。

　　副議長に山本正宏議員、監査委員に日笠朝子議員が選出されました。
■ 函館湾流域下水道事務組合議会
　　6月16日、令和5年第1回臨時会が函館市役所で開かれ、議長選挙、副議長選挙、管理者の選挙、副管
理者の選任同意、監査委員の選任同意について審議され、可決・同意されました。

　　副議長に寺澤十郎議員が選出されました。
■ 函館圏公立大学広域連合議会
　　6月16日、令和5年第1回臨時会が函館市役所で開かれ、議長選挙、副議長選挙、監査委員の選任同意
について審議され、可決・同意されました。

　　監査委員に新関一夫議員が選出されました。
■ 渡島廃棄物処理広域連合議会
　　5月26日、令和5年第1回臨時会が渡島廃棄物処理広域連合で開かれ、議長選挙、副議長選挙、議会運
営委員の選任、副広域連合長の選任同意、監査委員の選任同意について審議され、可決・同意されまし
た。

　　議長に白戸昭司議員、議会運営委員長に栃木正則議員が選出されました。

＝ 議会開催予定 ＝
第３回北斗市議会定例会は９月を予定しています。

議会の傍聴は、市民の代表である議員がどんな活動を
しているのか、市政がどのように運営されているのか
などを知る良い機会です。
傍聴を希望する方は、市役所３階本会場傍聴席までお
越しください。

一部事務組合議会及び広域連合　議員名簿及び各議会での役職等

工　藤　秀　子　　 白　石　勝　士議長　 玉　森　大　樹南渡島消防事務組合議会

前　田　　　治監査 日　笠　朝　子副議長 山　本　正　宏南渡島衛生施設組合議会

　　 吉　田　直　樹副議長 寺　澤　十　郎函館湾流域下水道事務組合議会

　　 伊　藤　洋　平監査　 新　関　一　夫函館圏公立大学広域連合議会

宮　川　　　勇議会運営委員長
　　 栃　木　正　則議長　 白　戸　昭　司渡島廃棄物処理広域連合議会

一般事務組合・広域連合議会の動一般事務組合・広域連合議会の動きき
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議 会 日 誌（令和５年４月１日～令和５年６月30日）
議会運営委員会６月９日議会運営委員会４月５日
北海道市議会議長会中央実行運動『東京都』（議長）13日北海道市議会議長会道南支部議長会議『苫小牧市』（正副議長）６日
全国市議会議長会第９９回定期総会『東京都』（議長）14日例月出納検査（監査委員議員）25日
函館湾流域下水道事務組合議会臨時会（組合議員）16日例月出納検査（監査委員議員）26日
函館圏公立大学広域連合議会臨時会（連合議員）会派代表者会議５月10日
北斗市議会第２回定例会本会議（第１日目）19日北斗市議会第２回臨時会本会議12日
会派代表者会議会派代表者会議
北斗市森林・林業・林産業活性化議員連盟役員会総務常任委員会
北斗市商工観光振興議員連盟役員会文教厚生常任委員会
定例会本会議（第２日目）21日産業建設常任委員会
会派代表者会議議会運営委員会
全員協議会全員協議会
総務常任委員会22日渡島総合開発期成会定期総会『函館市』（議長）22日
例月出納検査（監査委員議員）南渡島消防事務組合議会臨時会（組合議員）23日
文教厚生常任委員会23日例月出納検査（監査委員議員）24日
会派代表者会議南渡島衛生施設組合議会臨時会（組合議員）25日
例月出納検査（監査委員議員）例月出納検査（監査委員議員）
定例会本会議（第３日目）26日渡島廃棄物処理広域連合議会臨時会（議長、連合議員）26日
北海道新幹線トンネル工事に伴う掘削発生土に関する調査特別委員会渡島廃棄物処理広域連合議会「議会運営委員会」（議長、連合議員）
北斗市森林・林業・林産業活性化議員連盟総会北海道市議会議長会定期総会『札幌市』（正副議長）30日
北斗市商工観光振興議員連盟総会北海道市町村職員退職手当組合議会議員互選会『札幌市』（議長）
渡島総合開発期成会札幌要望『札幌市』（議長）28日北海道市町村職員退職手当組合議会臨時会『札幌市』（議長）６月６日

☆市議会だよりをご覧いただきありがとうございます。皆様のご意見ご感想をお聞かせください。
『緯 73－3111 ＦＡＸ 73－6970』『メールアドレス gikai@city.hokuto.hokkaido.jp』

印刷／朝日印刷
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さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　（
編
集
委
員
　
秋
田
　
厚
也
）

健

喧

券

圏
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剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣

剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣

　
第
　
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
（
６
月
　

99

14

日
）
に
お
い
て
、
永
年
勤
続
議
員
と
し
て
全
国
市
議

会
議
長
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
、
６
月
　
日
の
第
２
回

19

定
例
会
に
お
い
て
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
○
 市
議
会
議
長
４
年
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
井
　
光
幸
　
議
員

　
○
 市
議
会
副
議
長
４
年
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
戸
　
昭
司
　
議
員

　
○
 市
議
会
議
員
　
年
以
上
勤
続
表
彰
（
特
別
表
彰
）
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山
本
　
正
宏
　
議
員

　
○
 市
議
会
議
員
　
年
以
上
勤
続
表
彰
（
特
別
表
彰
）
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坂
見
　
英
幸
　
議
員

　
○
 市
議
会
議
員
　
年
以
上
勤
続
表
彰
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新
関
　
一
夫
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
　
勝
士
　
議
員

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰合併により市制を施行した議員の勤続年数は、町議会議員年数の

二分の一が勤続年数に通算となります。
兼
献
験

券
献
鹸


